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 マスコットキャラクター
「おろっち」

　滝
の
し
ぶ
き
に
日
の
光
が
当
た
っ
て
、
虹

が
た
つ
の
で
虹
が
滝
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
巨

岩
の
上
か
ら
二
つ
の
滝
が
流
れ
、
右
側
の
水

量
の
多
い
の
が
男
滝
、
左
側
が
女
滝
と
呼
ば

れ
夫
婦
滝
と
な
っ
て
い
る
。
古
く
か
ら
干
ば

つ
の
時
に
は
こ
の
滝
で
升
を
洗
っ
て
雨
乞
い

の
祈
祷
が
行
わ
れ
、
滝
を
ご
神
体
と
し
て
崇

め
祭
っ
て
い
た
。
左
に
お
堂
が
あ
り
不
動
明

王
と
鬼
子
母
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　弘
法
大
師
が
天
長
年
間（
８
２
４
〜
３
４
）

こ
の
地
方
を
巡
錫
の
折
り
、
開
山
開
基
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
古
刹
。
か
つ
て
は
諸
堂

を
備
え
た
大
き
な
寺
で
あ
っ
た
が
、
天
正
年

間
（
１
５
７
３
〜
９
１
）
に
尼
子
勝
久
の
乱

逆
に
遭
う
な
ど
、
現
在
は
奥
の
院
の
み
が
残

る
。
堂
跡
の
広
庭
に
は
大
師
お
手
植
え
の
大

銀
杏
の
木
に
椿
の
木
が
宿
り
木
し
て
い
る
珍

し
い
光
景
が
見
ら
れ
る
。

　延
喜
式
神
名
帳
に
能
呂
志
神
社
、出
雲
国

風
土
記
に
は
乃
利
斯
社
と
記
載
さ
れ
て
い
る

古
社
。
旧
社
地

は
昔
は
現
在
地

よ
り
５
０
０m

南
に
あ
っ
た

が
、
天
正
６
年

（
１
５
７
８
）

現
在
地
へ
移
転

さ
れ
た
同
年
の

棟
札
が
残
る
。

野
石
谷
地
区
の

氏
神
で
あ
り
、

毎
年
11
月
３
日
の
例
大
祭
で
は
、宮
花
、
神

代
神
楽
、
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　出
雲
国
風
土
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
三
社

が
起
源
と
い
わ
れ

る
。
東
郷
町
、
上

岡
田
町
、
東
福
町

の
氏
神
と
し
て
、

例
年
10
月
の
第
２

日
曜
日
に
例
大
祭

が
行
わ
れ
、
７
地

区
か
ら
獅
子
舞
、

神
事
華
及
び
釼
舞

が
奉
納
さ
れ
て
い

る
。　求

院
八
幡
宮
は
、
１
１
９
２
年
に
創
建
し

て
以
来
、
求
院
地
区
の
鎮
守
の
森
、
ラ
ン
ド

か
け 

ぼ
と
け

マ
ー
ク
と
し

て
住
民
の
心

の
支
え
で
あ

り
、
新
旧
住

民
の
交
流
拠

点
と
し
て
、

地
域
に
深
く

根
付
い
た
神

社
で
あ
る
。

境
内
社
の
鵠

神
社
は
、
記

紀
神
話
に
あ
る
「
物
言
わ
ぬ
皇
子
の
物
語
」

の
伝
説
の
地
と
し
て
、「
求
院
の
地
名
」
の
起

源
を
伝
え
る
神
社
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　弥
生
時
代
の
ム
ラ
か
ら
連
綿
と
続
く
四
絡

地
区
に
残
る
史
跡
。出
雲
国
風
土
記
に
記
載

さ
れ
て
い
る
神
社
で
、八
野
神
社（
矢
野
町
）、

大
山
神
社（
小
山
町
）、大
歳
神
社（
大
塚
町
）、

比
那
神
社（
姫
原
）が
あ
る
。寺
院
で
は
、県

内
有
数
の

寺
社
林
を

誇
り
、素

晴
ら
し
く

伽
藍
が
整

っ
て
い
る

観
音
寺

（
渡
橋
町
）

が
あ
る
。

　野
尻
町
に
存
す
る
天
台
宗
の
古
刹
。
当
寺

が
所
有
す
る
三
面
の
懸
佛
は
国
重
要
文
化

財
。
ま
た
境
内
に
あ
る
ス
ダ
ジ
イ
は
「
出

雲
市
の
名
木
」
と
な
っ
て
い
る
。

　満
々
と
水
を
湛
え
、
周
辺
の
山
々
と
よ
く

調
和
し
た
風
景
は
、
訪
れ
る
人
た
ち
に
う
る

お
い
と
安
ら
ぎ
を
提
供
し
て
い
る
。「
稗
原

ダ
ム
湖
水

公
園
」
に

は
ベ
ン
チ

や
東
屋
が

設
置
さ
れ

て
お
り
、

水
辺
の
風

景
を
楽
し

む
こ
と
が

で
き
る
。

　出
雲
国
風
土
記
に
「
加
夜
社
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
市
森
神
社
は
、
少
な
く
と
も

４
８
０
年
前
に
は
現
在
地
に
遷
宮
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
広
い
拝
殿
に
は
約

２
０
０
年
前
に
奉
納
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙

の
額
が
懸
け
ら
れ
、
ま
た
、
神
社
麓
の
園

地
に
お
い
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
森
の
コ

ン
サ
ー
ト
」
は
神
々
し
い
立
地
条
件
と
山

肌
に
反
響
す
る
音
響
効
果
の
す
ば
ら
し
さ

で
神
代
と
現
代
と
を
融
合
さ
せ
、
来
場
者

を
魅
了
し
て
い
る
。

「観音寺」
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こ

　さ
つ
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つ
の
時
に
は
こ
の
滝
で
升
を
洗
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て
雨
乞
い

古
社

は
昔
は
現
在
地

よ
り

南
に

が
、
天
正
６
年

（
１
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７
８

現
在
地
へ
移
転

さ
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た
同
年
の
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が
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る
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の
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り
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）

　出
雲
国
風
土
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
三
社

が
起
源
と
い
わ
れ

る
。
東
郷
町
、
上

岡
田
町
、
東
福
町

の
氏
神
と
し
て
、

月
の
第
２

日
曜
日
に
例
大
祭

が
行
わ
れ
、
７
地

区
か
ら
獅
子
舞
、

神
事
華
及
び
釼
舞

が
奉
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さ
れ
て
い ま

い

紀
神
話
に
あ
る
「
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の
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」

比
那
神
社（
姫
原
）が
あ
る
。寺
院
で
は
、県

「観音寺」

　市
で
は
、
歴
史
や
名
所
、
地
域
の
伝
統
行

事
や
食
と
い
っ
た
出
雲
の
個
性
を
よ
り
身
近

に
感
じ
、
愛
着
と
誇
り
が
持
て
る
よ
う
「
出

雲
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
出
雲
の
新
た
な
魅
力
を
再
発

見
し
、
市
外
・
県
外
の
方
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

た
め
、「
地
域
が
誇
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」
を
認

定
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
は
市
内
17

か
所
を
認
定
し
、
昨
年
度
は
９
か
所
を
新
た

に
認
定
し
ま
し
た
。

　今
回
は
追
加
認
定
さ
れ
た
９
か
所
を
紹
介

し
ま
す
。

の
祈
祷
が
行
わ
れ
、
滝
を
ご
神
体
と
し
て
崇

め
祭
っ
て
い
た
。
左
に
お
堂
が
あ
り
不
動
明

　市
で
は
、
歴
史
や
名
所
、
地
域
の
伝
統
行

事
や
食
と
い
っ
た
出
雲
の
個
性
を
よ
り
身
近

「
地
域
が
誇
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
　
を
追
加
認
定
し
ま
し
た
！

「求院八幡宮」

よ
つ
が
ね
ふ
る
さ
と
史
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
絡
地
区
】

６　弥
生
時
代
の
ム
ラ
か
ら
連
綿
と
続
く
四
絡

虹
が
滝
【
檜
山
地
区
】

１

高
野
寺
【
久
多
美
地
区
】

２３
能
呂
志
神
社
【
久
多
美
地
区
】

５
求
院
八
幡
宮
・
鵠
神
社【
出
西
地
区
】

ぐ

　
い

く
ぐ
い

市
森
神
社
【
稗
原
地
区
】

９

久
多
美
神
社
【
久
多
美
地
区
】

４

法
王
寺
【
稗
原
地
区
】

７
稗
原
ダ
ム
湖
周
辺【
稗
原
地
区
】

８

こ
う

　
　
や

の

　
　ろ

　
　し
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か
い 

ざ
ん  

か
い

　き

じ
ゅ
ん
し
ゃ
く

こ

　さ
つ

が  

ら
ん

雲
市
の
名
木
」
と
な
っ
て
い
る
。

お
い
と
安
ら
ぎ
を
提
供
し
て
い
るダ

ム
湖
水

公
園
」
に

は
ベ
ン
チ

や
東
屋
が

設
置
さ
れ

て
お
り
、

水
辺
の
風

景
を
楽
し

む
こ
と
が

で
き
る
。

　市
で
は
、
歴
史
や
名
所
、
地
域
の
伝
統
行

事
や
食
と
い
っ
た
出
雲
の
個
性
を
よ
り
身
近

に
感
じ
、
愛
着
と
誇
り
が
持
て
る
よ
う
「
出

雲
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
出
雲
の
新
た
な
魅
力
を
再
発

見
し
、
市
外
・
県
外
の
方
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

た
め
、「
地
域
が
誇
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」
を
認

定
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
に
は
市
内
17

か
所
を
認
定
し
、
昨
年
度
は
９
か
所
を
新
た

に
認
定
し
ま
し
た
。

　今
回
は
追
加
認
定
さ
れ
た
９
か
所
を
紹
介

し
ま
す
。

「
地
域
が
誇
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
　
を
追
加
認
定
し
ま
し
た
！

よ
つ
が
ね
ふ
る
さ
と
史
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
絡
地
区
】

６

虹
が
滝
【
檜
山
地
区
】

１

高
野
寺
【
久
多
美
地
区
】

２３
能
呂
志
神
社
【
久
多
美
地
区
】

５
求
院
八
幡
宮
・
鵠
神
社【
出
西
地
区
】

ぐ

　
い

く
ぐ
い

市
森
神
社
【
稗
原
地
区
】

９

久
多
美
神
社
【
久
多
美
地
区
】

４

法
王
寺
【
稗
原
地
区
】

７
稗
原
ダ
ム
湖
周
辺【
稗
原
地
区
】

８８

こ
う

　
　
や

の

　
　ろ

　
　し


